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例   言

1.本書は、駒ヶ根市東伊那山田地区に所在する「,よるさとの丘」予定地における遺跡分布確
認調査の概要報告書である。調査の名称は調査封象地区が山田遺跡の西側に当ることか
ら『山田酉地区遺跡分布調査Jと した。

2.調査は市補助金により駒ヶ根市教育委員会が中心となり駒ヶ根市埋蔵文化財発掘調査会
を組織して行った。

3.調査区は考吉館予定地に第 I調査区を、ふれあい学習広尋予定地に第Ⅱ調査区を設定し
た。

4.分布調査の中でグリッド設定時の測量は友野良―・北繹武志が,グリンドの層位断面案
測は北沢雄喜が行い、その他の実測・写真撮影は北澤衛武)が行った。

5.遺物の整理、本報告書の作成は北繹 (武)が行い、友野良一が監修した。

6.調査に伴う遺物、実洞園等の質係資料は駒ヶ根市立博物館に保管してある。

7.出土石器は全点を図示してあるが、土器は特徴のあるもののみにとどめてある。
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第 二章 分布調査の経緯

第 ■ 節  分 布 調 査 に や る ま で の 経 過

駒ヶ根市アルプスコミュニケーションンティー構想の一環として、「ふるととの丘」を東伊
那伊那耕地山田地区に建設することが決まり、平成 2年度事業として予定地の内.仮称『考
吉館」、「ふれあい学習広埼」の造成工事が行われることとなった。

工事予定地は,遺跡分布図の遺跡地外であったが、平成 2年 9月 5日 に県教育委員会文化
報と現地にて協議をし,遺跡分布の確認のための調査を行うこととなった。

調査は駒ヶ根市が事業主体となり、平成 2年10月 5日付で駒ヶ根市発掘調査会との間に委
託契約を締結、調査団を編成し、団長には友野良一氏をお願いして同年10月 7日 より11月 7
日まで現地での調査を行った。

第 2節   調 査 会 の 組 織   (駒 tr根 市 発 掘 I調査 会 )

恵 間 小 平 蓄 倍 的 ヶ根市文化財保存会会長)

中 村 敬 及 儀 ケ根市教育委員長)

会 長 高 坂  保  働 ヶ根市教育長)

理 事 友 野 良 一 CBヶ根市文化財審議委員会会長)

松 村 義 也 (     ″      副会長)

竹 村,進 ・ (    ″     委員)

林   赳  (     ″      委員)

吉 江 修 深 (     ″      委員)

荒 井 徳 博 (     ″      委員)

福 沢  亘  敬 育次長)

下 村 幸 雄 (博物館長)

監 事 宮 脇 昌 三 働 ヶ根市痛土研究会会長)

下 平 基 雄 (駒ヶ根市収入役)

幹 事 気賀沢 喜 則 (駒ヶ根市教育委員会社会教育係長)

滝 沢 修 身 (    ″    社会教育係)

】ヒ澤 武 志 は勝根市立博物館)

自 沢 由 美 (  ″  )

[■ 1口尉― 工理ヒ臣重遺 跡 分 布 調 査 Fヨ田
(事務所 駒ヶ根市上穂栄町23番 1号  駒ヶ根市立博物館内)

団  長 友 野 良 ― (日本考古学協会会長)

調杏キ任 北 海 武 志 的 ヶ根市立博物館)

調 査 員 北 沢 雄 喜 (上伊那考古学会会長)

″  小町谷 元  (    ″    )
作 業 員 市村国忠.林吉十.渋谷鉄雄、小林浦寿子、細田悴恵専竹村章子
協 力 者 木下平八郎.小田切守正

(敬称略 顔不同)



第 3節  分 ヨ情 調 査 の 経 過

10月 7日 (日)雨の中, I区測量を行う。1.34 5L A、 C、 E,G列の主杭設定。
10月 8日 (月)グ リンド杭打ち(1～ 5、 A～ G列内)

10月 9日 (火)7,I列 の主杭設定。残リグリッドの設定.

10月 11日 (木)I区 グリッド内表上の除土及び抜根が宮田村の小田切氏の指導によって行
われる。Ⅱ区グリッドの設定。

10月 14日 (日 )機材迎搬.テント設営場所の下車刈り。
10月 15日 (月 )午前中雨のため午後よリテント設営.I ttAユ 、A3.A5グ リンドの掘

り下げを開始する8石や木の根のため作業は困難である。
10月 16日 (火)Al～ 5.B2～ 6.Clグ リッド掘り下げ。Cl北壁に沿って硬いとが

あり、 1グリンド分北へ拡張しC'1グリッドとする。Ⅱ区表上の除土.

層位確認のためG3グリッドの西にトレンチを掘るが地表より180伽位の
4tLaよ り跡 .

10月 17日 (水)I区 にベンチマークB.H。‐①、BoM.―②を設定。C'1、 C3～ 5、 D2～
6。 Elグリンドの掘り下げ,地元の伊藤氏より聞き取り調査。

10月 18日 (木)D4、 El～ 5、 F2～ F6.G5,H6グ リッド掘り下げ.Al平面実
測.

10月 19日 鼈瀞 F2,Gl～ 3、 E2～4.11～ 3グリッド掘り下げ。H4グリンドよ
り弥生時代の磨襲石曲が出土.B列北量.B4,D4、 F4の東量の断面
実測を行う。C'1平面実測.

10月 20日 (■)15グ リッド堀り下げ。本日までに 1区のグリッド掘り下げを完了する。
D2北螢実測.Al～ CSまでグリッド内清掃.

10月 22日 (月)I区 6列の断面実測。Ⅱ区3列,4列グリッドの掘り下げ.

10月 23日 欲 )I区 1列グリッド断面実測.Ⅱ 区1列、2列グリンド掘り下げぃ
オ2グリッドの落ち込みは薄状となる.

10月 24厨 Qに)I区 北よリグリンド内清掃。I ttA列、B列グリンドの写真撮影。■区2
列.3列及びイ列、オ列の北壁断面実測。本田までに全グリッドの掘り下
げ、断面実測を完了したため作業員は本田までとし、テントを畳む。

10月 27日 t■)必要な物を残し器材を整理する。
10月 29日 (月)IttC l～ X3グリッドの写真撮影。
10月 31日 (水)Ⅱ 区ア2～キ2グリッド写真撮影.Itt1 1.H4撮 り直し.

■月 1日 (木)H区 力3、 キ4グリッド写真撮影。C'1平面実測。調査区内全体ンペル
測定 (I区 1列、4列)

11月 2日 (金)I区 Ⅱ区全体レベル測定。遺物レベル測定。
■月 3日 (■)遺物位置平面実測。遺物取り上げ、Al～C3まで.

■月 4日 (日)造物取り上げ Ittc 8～ E区キ4まで。
■月 7日 ゆk)D2、 オ2実岡
11月 8田 休 )Ⅱ 区、地形測量時の杭Fl、 F2,Gl、 G2を平板実調で測定。

本側で現母での調査を終了する。

B



第亜章 遺跡の環境
第 ■ 節   位 置 及 び 地 歩 地 質

(第 1園、写真 1-1、 2、 3.第 2園)

本調査区は駒ヶ根市東伊那の山田地区に所在する。JR飯田繰太田切駅より東へ約4hに
位置し,標高は第 I調査区で668～ 672rn、 第Ⅱ調査区で677～ 680m、 天翻 IIと の比高は103
～120mであるc地形的には伊那山脈から流れ出て天竜川にそそぐ河川が天竜川左岸の河津
段丘上に形成する扇状地上に位置する。

両調査区の南たは唐沢川、北に北川が流れ、西には井筋である「上井Jの細い水路がある。
唐沢川から北は一ユ授やかな昇り傾斜となっており、第 I調査区の南側で土手となって下

っている。この上手は人工のもので、以前に自土 (Pm-1)の 採掘があり.採掘後に整地
を行い土手をつくったとのことで、採掘前にはなだらかな下り傾斜であった。第 I調査区は
谷筋にあたり,昭和26年の山田遺跡発掘調査の頃には温地帯となっていたという。谷筋を下
った所には溜池の「下堤Jがあり、すぐ南には富士嫁がある。土地の人の話では、この谷筋
を「こうろじくば』と呼んでいたとのことであるが定かではない。
第 I調査区と第Ⅱ調査区との間には丘陵が菌へ向かって伸びており,「上井」の付近で露

頭を見ることができる。露頭ではPm― Iが下部にかなりの厚さで堆横していた。また「上
井』は現在コンクリートの水路となっているが、その工事の時に青い粘土が出たとの話もあ
った。

第■調査区は級やかに北へ向かって下る斜面となっており、浅い窪地の南の斜面である。
また第

・I調査区より東へ綺100mの位置に、昭和26年に行われた山田遺跡発掘調査のトレ
ンチや、住居址の跡が窪みとなって残っている。
調査前の土地利用は、第 I調査区は案と社仲の林で、それ以前は畑作を行っていた時期も

ある。第I調査区は牧車地として利用されてた。商調査区の間の丘陵から西側にかけては桑
畑となっており、また調査区東側の林の中には以前に畑として開塾された平地を随所に見る
ことができる。

第 2節  歴 J史と的 環 境  (第 3園 )

東伊那地区の河津段辞卜は、小河川が開析した丘陵状地形が発達するとともに各時代の遺
跡が数多くあり,大正末年発行の「先史及び原始時代の上伊那Jにも多くの遺跡が確認され
ている。               '
縄文時代の造跡は、大久保(1)、 反目(4)、 反目南(6)、 殿村 (10)、 山田(13)、 青木北(2

2)な どが知られる。

弥生時代になると遺跡の数は増え尋遊光 (5)、 反目南(6)、 殿村 (10)、 狐くぼ(11)、 丸山
(12)、 城村城(15).善込(16).栗林神社東 (17)な どがある。
古墳時代から平安時代にかけての遺跡は、反日(4)、 遊光(5)、 反目南(6)、 康村(10)、

上生田(18)な どがある。また丸山に吉墳があったとの言い伝えもあるが定かではない。
また天竜川左岸はその立地条件を生かした中世城館址が多いことで知られ、大久保城(2)、

高田城(3)、 稲村城(8)、 遊光城(7).稲村古城(9)、 城村声城 (14)芍 城村城 (13)、 塩田城
(19).青木城(20)、 原城 (23)芍 菅沼吉城(24)があり、遊光遺跡では陸屋根式の住居址が発掘
されている。

本調査区の西方にある山田遺跡については、以前に伊那村遺跡の一造跡として発掘調査が



行われているので概略について触れてみたい。

天竜川によって形成された河津段丘の第 2段丘上には殿村遺跡があり,第 3段丘上には狐
くば遺跡が、さらに東に広がった丘戯地には丸山遺跡があり、山麓近くに山田造跡がある。

以上の4遺跡は駒ヶ根市に合併する前の伊那村が昭和25年～26年にかけて発掘調査を行
っており、総称して『伊那村造跡」と呼称されていた。

昭和23～ 24年にかけては一帯の表面採集が行われ、昭和25年に富坂英式氏に指導を受け友
野良一氏等により山田遺跡第 1号住居址の発掘が行われた。さらに昭和26年には大器磐雄氏
を調査委員長として伊那村遺跡の第一次調査が実施され、山田遺跡では住居址6軒,小霊穴

址4基が発掘されたと報告がなされている。出土土器を概観すると他の時代のものも混ぎっ

てはいるが、縄文時代中期後業の土器がほとんどを占めこの時期の住居址と思われる。

第 1号住居址と第3号住居址は復元が実施され、遺跡のある一帯が上の原と呼ばれている
ことから地域の人に「上の原遺跡Jと呼ばれて長年親しまれてきたが,敬機のため昭和404
に取り壊され現在に至る。この度ふるさとの丘を建設するに当りこの住居址 2軒の復元を行
う予定がある。

【斜 鰍 】
●友野良一他

「長野県上伊部郡伊那村造跡―第一次調査概報―」

『信議』第二巻第六号   1951年
■藤島攻治郎・友野良一

『長野県上伊那郡伊那村遺跡復元住宅の考察』

『橘濃』第二巻第十一号  1951年
中友野良一他

『長野県上伊那郡伊那村遺跡第二次調査概報』

『倍濃』第四巻第十一号  1952年

4
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第 1図 調査区の位置 (S=1:100,000)
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第Ⅲ章 分布調査概要

第 ■ 節   調 査 概 要  (第 2.4、 5固)

調査区は r,ょるさとの丘Jの『ふれあい学習広場J予定地は斜面の上部の上を削り、下部

に盛土をし造成するとの予定であるため予定地東半に第 1調査区を設定した。また『考古館』

予定地には第Ⅱ調査区を設定した。その他の部分については切上が浅いとのことで調査は行

わないこととなった。

「pよるさとの丘」の事前調査で地形測量がなされており、第 I調査区では地形測量時刊6

杭=分布調査使用杭C3を基準として、地形測量時のメッシュに沿った設定を行った。

第Ⅱ調査区では用の石垣を避けて任意の方位に設定し、後に地形潤量時の杭を測量し位置

の特定を行った。

また、標高は第■調査区では地形測量時のBM4=677.126mを 基準として使用し、第 I

調査区ではBM4から洞量を行いB.M.―①=665,200と B.M.―②=863.800を 設定し使蠅

した。

グリッドは2X2mの ものを100Ht中 に2グリッドを設定し黄褐色テフラまで掘り下げた。

グリッド名は第 1調査区では南北方向に南からA～ I,東西方向に西から1～ 6と し,第
狂調査区では南北方向に南からア～キ、東菌方向に西から1～4と した。

写真による記録はゃ平面.東盤.北盤の撮影を全グリンド行い、グリッドの断面は時間的

制約から列を決め実穏を行った。遺物は1/10で位置の測定をしレベルの測定を行った後¬

まとまって出土したものは一緒して違番で取り上げた。

なおClグリッドを調査中、北壁ぞいに堅いとが現れ、北樋にグリッドを拡張しC'1グ
リンドとしたo堅い部分は東西に30m幅の帯状となり新しい時期の畝と思われた。

第 2節  グ リ ン ド 内 の 層 位

傍 6,7,8、 9園.写真2-3～ 13-1)

第 二調査区では谷鮎のため流れ込みの土石があり地層は複雑になっており、また畑地であ

ったり、樹木が植えてあったりしたので攪乱もかなり受けている。

以下各層位の在り方について綴略を述べると,まず I層の耕土は西へ行くほど厚く堆積し

ている。調査区の北側で丘陵の南斜面のH列.T列グリッドではV層が耕土化したV'層が

表土となっている。

Ⅱ層は流れ込み上であり、調査区の南側で I層の下部にあって比較的新しい時期の層位で、

調査区南の土手を整地した後の上手面から流れ込んだものであろう。

Ⅲ芍Ⅲ′
層は膚触土で、同一の層位ととらえてもよく、調査区南東から同心円状に広がっ

ていて、斜面下方の西へ行くほど厚く堆犠しており下方の上はかなり締まっている。調査区

東個のB6グリッドでは20m程の地嶺だが、西側のD2グリッドでは50ぬ程の厚さとなって

いる。Ⅳ層はV′ の上層に当る暗灰掲色上でゃ砂粒を含み水分を多く含み締まりはない土質
で、10ぬ前後の厚さで蛇積している。

V層は丘陵を覆っている新期テフラ上部の黄褐色土であり、攪乱も受けず石も少ない。丘

陵の南斜面に位置するH列.I列グリンドにあらわれ、調査区東北では平坦な堆積であるの

に対し,それより南西では囲凸が激しい。

V'層は黄褐色土であるが黒色土による攪乱がかなりあり、黄褐色上自体も協とが見られ,

8



二次堆段土と思われる。この層の上部にはlm以下の石が数多くあり、石はV'層に埋まっ

た状態や浮いた状態芍縄乱の中に落ち込んだ状態で出ている。石は砂岩,花鶴岩が多かった。

砂を含むⅣ層がV′ 層の上にあることから、この石も流れ込みによるものと思われるc

なおG3グリッドの西に層位を観察するためのトレンチを2m程掘り芍途中から湧水があ

ったため辞細な観察は断念したが.地表より60日下に礫を含む黄褐色テフラ層が20～30団 あ

り、その下は礫を含まない黄褐色テフラ層となっていた。さらにこのテフラ層の下部に砂礫

層があり、この層から湧水があった。「上井Jの工事の折に出た粘土層が不透水層となってい

ることが推測できる。

以上のことから、第 I調査区では現状より深い谷であった地形が、上部からや左右の丘陵

からの上石の流八・堆積によって現在のような緩やかな谷地形となったものと思われる。

次に第■調査区の層位ではゃまず I層は調査前の牧草地の耕上である。Ⅱ層とⅣ層は漸移

層である。Ⅲ層は
―

の臓触土で.調査区JLAではこの層は見られず流れてしまったもの

と思われる。Ⅲ′
層はⅢ層とV層との間にあり面層の上が混ぎっている層である。V層は黄

褐色のテフラで←非常に脆い 2～ 3ぬ程の砂岩を多く含んでいる。調査区南寄りではⅢ層の

落ち込みが顕著に見られ、未の根による攪乱が激しい。

オ 2グ リンドでは掘り下げると南東から北西へ向かう薄状の落ち込みとなり、底の上層に

わずかに砂が混じっていることを確盟した。他のグリッドでは現れずオ2グリンドのみであ

ったが、級やかな谷地形の底付近にあることや、下へ下るにしたがって幅が広くなることか

ら自然流ホ路と思われる。

第 3節  XEL遺 物~鶴
難 .5,10、 11、 12、 18園、グリッドー覧表、写真14～ 17)

グリッド内からの出土遺物は,第 I調査区では土器片が77点,陶器片が2点.石器類16点専

炭化物 2点であった。第Π調査区では土需片 2点.石器2点の出上のみであった。なお土器

片の機会例は無かった。

遺物の分布は第4.5国のとおりで、第 I調査区では東南部でもっとも密度が濃く同心円

状に北西へ広がりを持ち、多くがV層より上層で出上している。この同心円状の分布は土層

のⅢ、Ⅲ'層の広がりと一致している。また第Ⅱ調査区での4点の出土遺物は、いずれもⅢ
′
層からの出上である。

第10国に国示した土器片は、5を除きいずれも縄文時代中期俊葉期のものである。

1は刻目を持つ隆帯下の胴部は渦巻文を配し、曲線をえがく沈線が地文となる。2の沈腺

による綾杉文も隔部の地文である。3は中期後葉初頭の梨久保B式に見ることができる細隆

帯賠付による文様をもつ土器である。

4は偏平な隆帯を貼り付けた後その下部に刻み目を付けており、胎土はきめが細かい。5

は沈擦の区画内にRLの縄文を施したもので縄支時代後期の土器である.6は半裁曽湾文具

による機の平行沈候を地支とする土器の用部磁片で中央は垂下帯である。日縁部が無文で円

筒形に近い形で立ち上がる胴部をもつ曽利 I式の系統に近い土器である。7は日縁部破片で、

口縁部区画に太い隆帯による連続入り組み文を施す潔鉢で、区画内は縦の平行沈線文を充壌

している。8はRLの縄文を施す土器であるが,内面は凹凸が顕著で,胎土は石英.長石ゃ

雲母などを多く含む。9は細条線を用部地支とする土器で、胎土は石英.長石、雲母などを

多量に含む。10は日縁部に付くX字状把手の上部破片で、断面が三角形の粘上の両側に粘土

紐を渦巻状に貼り付け.紙の間を棒状施文具でなぞって作られており、その他の部分は指頭

による調整を行っている。胎土は0.1画程の長石等を含む。11も把手であり、両側に渦巻支



を配している。上部の渦巻は口縁部を巡つている沈機が両側から絡むものである。胎土は暗

赤褐色で0.1口以下の41u義多く含みかなり漁い。

第11図の石器 1～ 7は硬砂岩製の打襲石斧で、 5、 6,7は大型の石斧である。この中で

2.4.6、 7は岩質が緻密で、6は多数の亀裂が走っている。

第12国の1の岩質は婁母を多量に含む比較的柔らかい砂岩で、 2は多孔の硬砂岩である。

3は三箇所に分かれて出としており。それぞれは約10mの距離を置いて散らばっていて、

捜合可能であった。粘板岩て上部に打痕らしき痕が見られるが使用痕はない。

第13国の 1～ 3は凝砂岩の剥片石器である.4と 5は強から剥片を剥いだ残片と思われ、

4は緑色岩で5は硬砂岩である。5は光沢のある平活面をもち掻器的な使用も考えうる。6

は硬砂岩製の磨石で片面に平滑な面がある。7は粘土板岩の河原石で,使用痕は無く錘石と

して使用されたものと思われる。8はH4グリッドから出土した弥生時代の磨製石銭.粘板

岩襲で、団基であるが脚の 1方が欠損している。法量は長さ64腱.編27旧、基部長10H、 厚

さ4朧、重さ約7gである。本調査で弥生時代の遺物はこの磨襲石鏃のみであるが、近辺の

弥生時代の遺跡は調査区の西に丸山遺跡がある。

なお陶器2点は、D4グリッド出上の破片が江戸時代後期の灰熱碗で、F4グリンド出土

のものが室町時代の美濃鉄釉養の破片である。商者とも比較的上層で出土している。

炭化物はD2グリンドから杉の実を、H4グリンドの炭化物層から木の炭化物を採集した

がいずれも最近のものであると思われる。

第Ⅳ章 総
―
本調査において遺物の分布状態は,第 I調査区では谷地形の上方より下方への広がりを持

ち、臓触上の建積状態と一致する。またこの谷の上方には山田遺跡の発掘調査跡があり、縄

文時代中期後葉の住居址が確掘されていて、調査区出上の遺物も同時期の上器がほとんどで

ある。まって第 I調査区の出土遺物は山田遺跡から流入してきたもの考えることができる。

山田遺跡の住居址は7軒が発掘されているのみでⅢ集落の広がりは確認されていないが、

両調査区の上方の比較的平坦な斜面に広がりを持つことが予想できる。そして第Ⅱ調査区で

は文機の無い縄文土器片が2点と打襲石斧が2点のみの出上であったが遺構はなく,これら

の遺協も山田遺跡から流入したものと思われる。

また第 I調査区において弥生時代の磨襲石儀が1点出土しているが、調査区の西に丸山遺

跡が広がっており、舅係が注目される。

以上、簡単であるがまとめとし概要報告とする。

n
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分 布 調 査 グ リ ン ド ~覧 表

グリッド名 基  盤

出土遺物、その他

斬面実測 土器 陶器 捷化彰 石器 石器の種類、その他
１

３

５

２

４

６

１

１

８

５

２

４

６

１

３

５

２

４

６

１

３

５

２

４

６

１

３

５

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

６

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

第

Ｉ

調

査

区

V′

″

″

″

″

″

″

″

″

〃

″

″

″

″

″

″

″

″

V層
V′

V層
″

″

″

″

″

″

″

層

層

東壁

北壁

東・ 1ヒ興
″

東壁
″

】ヒ畳董

東 。】ヒ建
″

東壁

東壁
″

″

東壁
″

″

4
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2

5
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2
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2

3

4
2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1
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2

1

1

２

１
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硬砂石斧
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砂岩石斧

硬砂剥片

硬砂石驀

接合資利

石斧、緑色岩石器

硬砂石斧

硬砂石斧、硬砂剥片

磨製石鏃

２

４

１

８

２

４

１

３

２

４

１

８

２

４

ア

ア

イ

イ

ウ

ウ

エ

エ

オ

オ

カ

カ

キ

キ

第

■

調

査

Ｚ
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″

″

″

〃

〃

〃

〃

″

″

″

″

″

″  ヽ
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東壁

壁

壁

北

壁

東

・
北

東
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″

1

1
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分布調査区遠景  (天竜川対岸より)

2.第 I調査区 西よ り

3.第 Ⅱ調査区 西より 写真 1



1.第 I調査区調査前状況

2.第 Ⅱ調査区調査前状況

写真 2
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2グ リッ ド流路検出状況
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ド磨製石鏃 出土状況

3,第 コ調査区調査嵐員
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写真 14
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グ リッ ド出土石器

写真 17


